
長泉麗峰山の会・山行報告書                         文・写真  後藤 

山行番．  NO.2061 

日 時  2024 年 11 月 14 日（木）晴 

山 域  高野山・町石道（ちょういしみち・距離約 23.5km、時間実働 7 時間 10 分） 

コース  九度山駅 8:11-慈尊院 8:52～9:16-二ッ鳥居（昼食）11:40～12:14-矢立 14:18-車道 

横断 15:11-大門 16:27-釈迦分院（泊） 

標高差  慈尊院約 70ｍ～高野山・大門約 848ｍ＝約 778ｍ 

難易度  非常に困難  困難  レやや困難  普通  やや易しい  易しい 

延々と長く厳しい修行道 
参加者   後藤、ほか 9 名＝10 名 

 

高野山・町石道（ちょういしみち）・・・聖地高野山への表参道である高野山町石道は、弘

法大師（名称は、平安時代・延喜 921 年、醍醐天皇から賜る）が高野山を開山して以来、

信仰の道とされて来た。 

 その道しるべとして建てられたのが町石で、高さ 3 メートルを越す五輪塔形の石柱が根

本大塔を起点に慈尊院まで 180 基、弘法大師御廟まで 36 基建てられている。その 8 割以上

が鎌倉時代に建立されたもので、今なお昔の面影を残している。 

 かつて町石ひとつひとつ礼拝して上ったと言われる町石ですが、現在は道も整備され、

180 の町石を数えながらハイキングを行えるコースとなっている。（高野山資料） 

 

 
高野山・町石                一番町石 

 

 朝 6:00、宿坊本堂でお勤めを済ませ朝食をいただきバスで九度山駅に向かった。住職の

お経は流石に良い声で立派。ただ長かった。天気は良かった。駅は通勤者・学生が多かっ

た。ここから慈尊院に向かう。 

 周辺は富有柿の産地で民家の軒先で販売していた。しかし、脇に売り物にならない「訳

あり柿」が「ご自由にどうぞ」と置かれていた。 

見た目には、全く問題がないモノ。皆でワラワラ遠慮なくいただいた。この柿、昼食で

いただいたが甘くて美味しかった。 



 
九度山駅                  お接待の柿 

 
慈尊院 

 
無人販売所 

 

更に進むと、干し柿がネットを被せて干してあった。後ろの方で「待ってえ～」の声がし 

た。干し柿の主の年配男性が「お接待で」皆に干し柿をくれたのだ。干し柿は、甘く美味 

しかった。この二件の出来事は、今回の高野山巡拝を幸せにしてくれる「第一の幸運」で有

難いものだった。 

程なく慈尊院に着いた。慈尊院は、高野山が年貢の徴収や外部との交渉の場として山麓

に置いた寺務所で、高野政所ともいわれた。後に弘法大師が母公（阿刀氏出身の女性）の



没後、伽藍を建て、弥勒菩薩（国宝）を安置したため、以後女人禁制の高野に対し、女人

高野とも呼ばれるようになり女性の参詣が多い。 

ここに母公が住んで弘法大師が月９回町石道を通った。九度山の名称は、ここからつい

たといわれる。（高野山資料） 

本堂の弥勒菩薩は国宝。御開帳は２１年に一回という。２１年は、本堂の屋根を吹き替

える年数で、ご開帳はそれに合わせてあるという。女人高野ということで、絵馬は乳房型

絵馬。絵馬に布製の乳房が付いている。ご朱印代は、５００－だったが、複数回捺印の W

さんは、３００円にしてくれた。 

難読の丹生都比売（にうつひめ）神社の長い階段を上り、町石道が始まった。暑い中、

最初は厳しい上りが続く。私はここを歩くのは、４～５回目かな。上り切れば展望が広が

る。回りは柿畑が多い。たわわに実っているが、収穫を感じられなかった。勿体ない・・・。

それでも、道々、無人販売店があった。無料のお接待もあった。ミカンが美味しかった。

感謝。 

 更に黙々と上る。途中、雨引山（477ｍ）分岐があった。石畳みの道を進むと、ようやく

「二ッ鳥居」に着いた。鳥居は、何故か二基ある。弘法大師が建立されたと伝わる鳥居は、

花崗岩で高さ約 6ｍある。一脚の重量は 4.5 トン。 

 こんなモノをどうやって運搬したのだろうか。現在は、鳥居に額はないが、記録による

と丹生大神を祀る丹生都比売神社の鳥居とされている。（高野山資料） 

 ここで、時間は 11:40 になった。空腹で昼食とした。弁当は高野山で注文した。800 円

だが、三種おにぎりで美味しかった。ただ、刺激的な酸っぱいタクアンが欲しかった。 

  

 
二ッ鳥居休憩場               二ッ鳥居 

 

 行程は、まだ半分まで行っていなかった。秋の日没を考えると、ノンビリは出来ない。

午後の歩きに入ると、逆方向から一人の男性がやって来た。年配の彼は開口一番「迂回路二

ヶ所は、工事は休みで通行出来ます」だった。 

 実は今回の町石道は、近年の土砂崩れで二ヶ所通行止め。従って、迂回しなければなら

なかった。二ッ鳥居の迂回路は約 1 時間、大門近く迂回路は約 30 分余分に掛かった。我々

は、時間が押していただけに、これは有難かった。これが「第二の幸運」だった。 

 実際通過してみると二ッ鳥居下は、全く問題がなかった。何故か工事の方の休憩用か 



 

矢立茶屋 

 

「缶コーヒー」が所狭しと置いてあった。下のゴルフ場で会った、迂回したご夫婦は「物凄 

く大変だった」といっていた。 

 ゴルフ場脇でトイレを済ませ更に頑張る。天気は午後から崩れる予報だったが、相変わ

らず安定していた。これが「第三の幸運」だった。 

 笠木峠着。隊も大分疲れバラけて来た。大門まで、まだ 9ｋｍ近くあった。体制を整え

再び出発。しばらく進むと左下方向から車の音が聞こえ、朝バスで下った道路が見えて来

た。矢立は近い。 

 

 
矢立 



矢立に降り立った。矢立は車道が通る峠。バスが待っていた。茶屋もある。自販機で暖 

かい「お汁粉」を買った。疲れた体に染み入った。 

 しかし、矢立から大門まで最後の上りが、まだ 2 時間残っていた。ある意味、この最後 

の 2 時間が「町石道で一番大変な難所」だった。結局、ここで残念だが、S さん、N さんが 

バスの人となった。ベテランで何回か経験している、W さんも「バスに乗りたい」といった

が叱咤激励。そして最後まで頑張った。 

 バスと分かれ大門に向かう。「さあ、行くぞ。最後の 2 時間頑張ろう！！」と皆に気合を入

れ鼓舞する。時間も遅くなり人工林は薄暗かった。上からご婦人が一人下って来た。大門

から来たようだ。一人で頑張っていた。 

小一時間で車道に出た。大門まで、まだ一時間以上掛る。最後に大きく休憩をした。ペ

ースを落とすようにお願いされた。ただ、あまりノンビリは出来ない。 

 

 
車道                    疲れた！！ 

 

二十四番・町石 

 

厳しい行程で唯一の楽しみ励みは、町石の数字が減って行くことだった。出発点の慈尊



寺数は 180 番。最後は、高野山・金剛峯寺近くに 1 番がある。道路付近は、24 番だった。

大分減って来た。 

 車道から、ますます厳しい上りが待っていた。しかも、途中に例の土砂崩れが、全く手

つかず残っていた。例のオジサンの話では、もっと安全かと思ったが、ちょっと危ない感

じだった。何とか皆で力を合わせ突破した。 

しかし、まだ先は長い。特に最後の大門直下車道までの上りが厳しい。何回上っても厳

しかった。正に「町石道完歩の産みの苦しみ」だった。 

 T さんが、「気分が悪くなった」と O さんから聞き、緊張が走ったが問題なかった。彼女も

ベテランだから、上り方は知っていた。数分後、大門に全員が揃った。今、まさに西の空

に陽が落ちる寸前だった。 

 今回も長く厳しい旅だった。何回上っても、この厳しさは変わることはない。変わらな

いことが良い。厳しさは、変わらずそのままが価値を感じる。物事は不変が良いのだ。大

門前で皆と握手。健闘を称えあった。 

 今回も試練の旅だった。試練は、間違いなく自身を成長に導いてくれるだろう。それが、

弘法大師の「教えであり智慧」である。 

 今回も、支え助け合った仲間・長時間奮闘のドライバーに感謝・多謝致します。 

                                      以上 

 

ご褒美の様に夕陽に染まる大門 

 


